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図 0-1 回遊行動の定義 
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本研究は、商業地における来訪者の回遊行動と空間構成の関係について明らかにすることを目的

とし、クラスター分析を用いた街区構成から見た界隈の分類を通し、3 地区における追跡調査の結

果と国総研の提案した空間分析指標を用いて、通過回数・店舗立ち寄り回数に関する重要な街路の

数値的評価を行った。特徴の異なる街において、どの街路が来訪者の回遊行動に与える影響が大き

く重要であるかを明らかにし、回遊性向上へ向けた施策づくりの指針を示した。 
This study is intended to clarify the relationship between the movements of visitor’s walking and spatial 

structure in commercial distoricts.  Through the cluster analysis, classify of the locality by block 
composition and evaluate the important street regarding the time of passing through the street and the time of 
dropping on store by the result of the follow-up survey and indicators “Ministry of land infrastructure, 
transport, and tourism” is created.  Reveal which street is important to the movements of visitor’s walking 
of the different town.  And indicate the guide of the measure to improve pedestrian strolling. 

 
0．研究の概要 

0-1.研究背景・問題意識 
これまで中心市街地は新たな経済活動や文化活動を

生み出し、地域社会の核となる等、様々な面で都市の

重要な役割を担ってきたが、近年、インターネットシ

ョッピングのような店舗空間を必要としない購買行動

やモータリゼーションの進展、郊外型大型ショッピン

グセンターの台頭、中心市街地へのアクセス環境の悪

化等により、既存の都心商業施設の空き店舗増加やそ

れに伴う商店街の魅力の低下が問題となり、商業地を

歩行者が楽しみながら回遊する姿が減少している 1）。

これに対し、街が区画整理等の計画前からもつ複雑な

街路形態を活かしたり、街路を計画的に複雑にしたり

することで、歩行者の好奇心を刺激し、高い回遊性や

適度な滞留を生み出し、商業地での滞在時間の増加を

促し、客単価の増加やリピーターの増加を引き起こす

ことが中心市街地の活性化につながると期待されてい

る 2）。また、回遊性の向上は中心市街地活性化の手法

として、多くの地方自治体や地域等の団体で取り組ま

れている。 

 歩行者重視の中心市街地づくりは、世界の潮流であ

り、歩行者空間を充実させ回遊しやすい市街地をつく

ることは、交通、景観、文化振興等多くの観点から注

目されている 3)。日本の多くの都市は近世城下町を礎

とする都市が多く、複雑な街路構成を有するため、現

代のライフスタイルに合わせた街の機能更新は難しい

が、潜在的に魅力を有しており、その街ならではの将

来があると考えられる。 
 中心市街地活性化手法として多くの自治体で回遊性

向上が挙げられているが、回遊行動の実態はいまだ明

らかでなく、活発な回遊行動を促すためには、都市空

間における店舗等の配置、歩きやすさ、街並みの魅力、

歴史等、都市空間の構成に関する多面的な検討が必要

である。回遊行動を「ある範囲内での歩行と立ち寄り、

滞留の連続」と定義すると、図 0-1 のように様々な要

素間の関係が考えられる。 



 

図 0-2 研究の方法及び構成 

0-2.研究目的 

本研究では、日本の多くの都市がもつ歴史性や迷路

性を有する街に着目し、街区構成による分類を通し、

追跡調査と街路空間構成評価を行うことで、来訪者の

回遊行動と空間構成の関係を明らかにし、回遊性向上

へ向けた空間づくり、施策づくりの指針を示すことを

目的とする。 

0-3.研究の方法及び構成 

 研究の方法及び構成を以下に示す。 

0-4.研究の位置づけ 

 商業地における来訪者の回遊行動に関する一連の研

究に本研究は位置づけられる。田村ら 1）の研究では新

たに迷路性という定義をし、迷路性のある商業地の魅

力を景観要素、歩行者、事業者の 3 つ面から利点を明

らかにした。高橋ら 7)の研究では下北沢において商業

集積地の店舗のひしめき合いを独自に定義した店舗数

密度により定量化し、回遊行動を追跡調査し、それぞ

れの要素の関係を明らかにした。高山ら 8)の研究では

スペース・シンタックス理論を用いて、「奥行き」で

通りを評価し、業種、情報発信店舗、通過交通量との

比較検証を行い、「奥行」のもつ魅力が歩行者の回遊

に与える影響を明らかにした。朴ら 9)の研究では追跡

調査方法を修正し、回遊単位概念を用いることで中心

市街地における歩行者回遊行動の詳細な実態と都市空

間構成との関係を調査・分析し実際歩行距離での集客

拠点間距離と配置の重要性、通り抜け路の重要性、歩

行主軸だけでなく補助軸、つまり裏道の重要性などを

明らかにした。 

 本研究では、複数の街を対象に街の持つ魅力となる

空間構成を国道交通省の定めた指標を用い評価し、さ

らに追跡調査を実施し、サンプル毎・街路毎の来訪者

の回遊行動を把握することで、既往研究で挙げられて

いた課題を補完するとともに、回遊性向上へ向けた施

策づくりの指針を示すことに特徴がある。また対象地

の選定において、雑誌を用いることで一般的におもし

ろいと評価されている街を対象とした。 

1．回遊行動に関する研究及び記述 

1-1.回遊行動に関する研究 
 これまで行われてきた 29 の回遊行動に関する研究

は、大きく「空間構成」、「モデル化」、「交通」、「経路

選択」、「行動特性」に分類でき、近年の傾向は、「空間

構成」や「行動特性」に関する研究が多くなり、現地

の状況を把握し、評価する研究が多く行われている。

しかし、独自の指標を用いることが多く、比較研究と

しての事例数に欠け、独自性が強いため他の地域で適

用しにくいことが問題である。また他の分類を兼ねる

ような研究が少なく、それぞれの関係が明確ではない。 
1-2.回遊行動に関する記述 

 2015 年 1 月 23 日までに中心市街地活性化基本法に

基づき、120 市 162 の中心市街地活性化基本計画が全

国で認定されてきた 4）。 

 抽象的な記述が多く見られ、どこを整備したらいい

か、どんな施設を建てればいいか、どんな効果が見込

まれるか等の事前調査・予測が難しいことが原因と考

えられ、容易に事業効果を推し量れる指標や、現状把

握の目安となる指標が必要であると考えられる。 

 

2．地域情報誌の記述と街区構成による界隈の分類 

2-1.地域情報誌の記述 
関西の文化情報を記した地域情報誌の内、「Meets 

Regional」と「Hanako WEST」より、来訪者の回遊行

動の様子と街の空間に関する記述を抽出した。96 の地

域に関する記述から都心部の商業地に関する記述がな

されていたものとして 28 地区を選定した。以下に示す。 

2-2.近隣街区の回遊容易性指標の概要 

近隣街区の回遊容易性指標とは、街区の大きさに着

目した回遊しやすさを表す指標である。街区の小さい

エリアでは経路の選択肢が多く小さいループ状の動線

ができ、楽しく回遊することができる。逆に大きいと

賑わいの連続性に対する障壁となることが多いと考え

られる。本指標では、歩行者の経路で囲まれた範囲を

「街区」とし、その面積を指標としたものであり、こ

の面積が小さいほど楽しく回遊できるエリアであると

したものである。 

2-3.形状指数の概要 

 形状指数とは、エリア内の街区の形状に着目し、そ

の形状の複雑さを定量化し迷いやすさを表す指標であ

る。複雑な形状の街区の集まりほど小さな値をとり、

迷いやすい街区構成であることを示す。図 2-1 に計算

方法を示す。 

表 2-1 都心部商業地 



 

表 3-1 追跡調査の概要 

図 3-4 通過と立ち寄り(天満) 

図 2-1 形状指数の計算方法 

図 2-2 界隈の分類 

表 2-3 対象地の概要 

表 2-2 各クラスターの特徴 

2-4.界隈の分類 

 近隣街区の回遊容易性指標と形状指数をそれぞれ街

毎に平均し、クラスター分析(1)を行い、3 つの大分類

と 6 つ小分類のグループに分類した(表 2-2)。クラスタ

ー分析の結果と街毎の散布図を図 2-2 に示す。 
2-5.対象地の選定 

 本研究では、日本の都市のもつ近世城下町を礎とす

る歴史性や複雑な街路（迷路性）をもつ典型的な地区

として、図 2-2 より比較的回遊しやすく迷いやすい「複

雑回遊型」「多様回遊型」「簡単回遊型」の内、歴史性

や迷路性に関する記述が多く見られた茶屋町、天満、

福島(表 2-2)を対象に以降の研究を行う。 
 
3．来訪者の回遊行動の把握 

3-1.追跡調査の概要 

 追跡調査の概要を表 3-1 に示す。また属性をそろえ

るため、買い物時間や行動率の高い「女性」、また住民

の追跡を避け来訪者を選ぶために「二人組以上」の両

属性を含む「女性を含む 2 人以上のグループ」を調査

対象として追跡調査を実施した(2)。 
3-2.追跡調査の結果 

 追跡調査の結果を表 3-2 に示す。また、各地区のサ

ンプル毎の結果を表 3-3 に、属性の違いによる回遊行

動の特徴を表 3-4 に

示す。 
3-3.来訪者の回遊行

動の把握 

 追跡調査より、街

路毎の歩行速度、通

過回数(通過)、店舗立ち寄り回数(立ち寄り)を把握し

た。これより、各地区における来訪者の回遊行動の主

軸・補助軸を構成すると考えられる街路群と特に立ち

寄りが多く見られた街路(立ち寄り)を図 3-1 から図 3-3
に示す。また、天満において特に強い相関関係 10)が通

過と立ち寄りの関係(図 3-4)に見られ、通過回数が増加

するほど店舗立ち寄り回数が増加することがわかった。 
 
4．街の空間構成の把握 

4-1.『賑わいづくり施策「発見」マニュアル』の概要 
 『賑わいづくり施策「発見」マニュアル』3)は国土

交通省国土技術政策総合研究所都市研究部都市施設研

究室（国総研）が、賑わいづくりの施策の「発見」に

つながる効果的な調査・検討手法を提案し、地方自治 
体や地域でまちづくりに取り組む団体等が連携して賑

わいづくりに取り組む際に参考になることを想定し作

成したものである。 
中心市街地の賑わいづくりにより市民の経済活動を

活性化することは、行政サービスの点において効率的

であるだけでなく、地域の魅力向上や、社会・文化的

な水準を高める上でも有効であると考えられ、全国で

賑わいづくりの施策づくりが行われているが、それら

がどの程度の効果を生んでいるのかについては明確な

表 3-2 追跡調査の結果 

表 3-3 各地区のまとめ 

表 3-4 属性の違いによる比較結果 



 

図 4-1 空間構成指標の計算方法 

図 5-1 回遊行動と空間構成の関係の分析方法 

表 5-1 回遊行動と空間構成の関係 

物差しがなく、議論が分かれる原因となっている 
4-2.つながりの良さ指標の概要 

 つながりの良さ指標(つながりの良さ)とは、周囲の

街路と近い関係(つながりがある)か、遠い関係(数回曲 
がらないとたどりつかない)かを示す指標である。軸線

図を用い「見える」範囲をひとつの空間として捉え、

それぞれの空間のつながりをグラフ理論の考え方のも

とにデプス 3 までを解析範囲とし指標化したものであ

る。図 4-1 に計算方法を示す。 
4-3.主要施設からの近接性指標の概要 

 主要施設からの近接性指標(主要施設からの近接性)
とは、駅や大型店など、人通りの起終点や目的地にな

りやすい場所からの近さを表した指標である。実際の

道のり距離と屈折角度を組み合わせた人の感覚に近い

「近さ」を数値化したもので、軸線図を区間線分図に

分割したものを用いて、賑わいを創出する拠点的な施

設からの近さを指標化したものである。本研究では、

各地区における主要な駅を主要施設として設定した。

図 4-1 に計算方法を示す。 
4-4.街の空間構成の把握 

 前述した指標を用いて、各地区の空間構成を把握し

た。それぞれ図 4-2 から図 4-7 に示す。これらより、

つながりの良さが 1.91 以上の(周辺との関係が強い)

街路の分布を見ていくと、面的な分布の茶屋町、線的

な分布の天満、面的ではあるが中心部は弱い（円環状

の）分布の福島と、それぞれの特徴が表れた。 

 
5．回遊行動と空間構成の関係 

5-1.相関分析 
 来訪者の回遊行動（歩行・通過・立ち寄り）と空間

構成（つながり・近接性）の関係を分析するにあたり、

相関分析を行いそれぞれの関連性を把握した。弱い関

連性があると言える 10)相関係数 0.30 以上の値を示し

たものに関して、以降の分析を行う。 
5-2.回遊行動と空間構成の関係 

 相関分析の結果より、表 5-1 に示す組み合わせに関

して分析を行った。図 5-1 に例を示す。図 5-1 に示し

た方法と同様に各地区の特徴を分析した。各地区にお

ける分析結果と 5-1 で行った相関分析の結果として相

関係数を示す。 



 

  



 

図 6-1 回遊性向上へ向けた施策づくりの指針 

つながりの良さに関しては、地区により傾向にばらつ

きがあったが、主要施設からの近接性は通過・立ち寄

り共に 31 以上を示す街路で多くなることがわかった。

図 5-2 から図 5-4 に回各地区における通過・立ち寄り

に関する重要な街路を示す。 
 図 5-2 から図 5-4 より、茶屋町、天満、福島におけ

る通過と立ち寄りが多く見込まれる空間構成を有した

街路の分布が明らかになり、この 3 地区において回遊

性の向上を図る場合、これらの街路を計画に組み込む

ことが重要であると考えられる。 
 
6．まとめ 

6-1.結論 
 本研究では以下のことが明らかになった。 
・これまで行われてきた回遊行動に関する研究の成果

と課題、及び中心市街地活性化基本計画における回遊

性向上へ向けた取り組み。 
・地域情報誌より抽出した 28 地区において、街の街区

構成に着目し、回遊しやすさと迷いやすさの観点から

6 つにグループに分類でき、それぞれのグループの特

徴を把握した。 
・追跡調査より、茶屋町、天満、福島における来訪者

の回遊行動をサンプル毎と街路毎に把握した。また属

性による回遊行動の特徴を明らかにした。 
・通過回数が増加するほど、店舗立ち寄り回数が増加

する傾向にあること。 
・国総研の作成した指標を用いて、各地区の街路の周

辺の街路との関係の強さと主要施設から感覚的にどれ

だけ近いかを明らかにした。また、各地区における周

辺との関係が強いエリアの特徴を明らかにした。 
・来訪者の回遊行動(通過・立ち寄り)を促す空間構成

指標の傾向を明らかにした。 
・回遊性向上へ向けた施策づくりの指針として図 6-1
に示す手順を経ることで、その街にとってどの街路が

回遊性の観点から重要であるかを示した。 
6-2.今後の課題・展望 

今後の課題・展望として以下が挙げられる。 
・界隈（街）の分類において、形状指数を用いたが、

街区の形状だけでなく配置にも着目した迷路性指標を

用いることでより詳細な評価が可能となる。 
・本研究で対象とした以外にも、多くの街で同様の調

査を行うことにより、精度を高め、回遊性向上へ向け

た施策づくりにより貢献できる。 
・回遊行動の内、滞留に関する調査、分析が不十分で

あり、より検討する必要がある。 
・本研究で用いた空間構成の指標の他に、より詳細な

店舗の分布や密度を評価する指標を用いることで、街

の良さを活かした施策づくりにつなげることができる。 
 
 
 
 
 
 

【補注】 

(1) ユークリッド平方距離による階層的クラスター分析で、ウォー

ド法を用いて行った。またこの際に excel のフリーソフト「多変量

解析総合ソフト(エクセルアドイン版)KTS&C を用いた。 
(2) 参考文献 3）によると既往の研究から服を試着してからその品

物を買う割合は男性が 65％に対し女性は 25％と少ないことが明ら

かにされている。つまり女性の方が男性より複数の店を巡る回遊行

動をとりやすいことが考えられる。また週全体において女性は男性

の 26 倍買い物行動を起こすことが明らかにされている。 
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討議 
 
討議 [ 日野康雄 ] 
対象地選定に際し、迷路性と歴史性に着目した理由

と、歴史性や迷路性の観点から対象とした地区は妥当

なのか。 
回答 
対象地選定に関して、歴史性や迷路性を持った地区

を対象に行った理由としましては、研究背景で述べて

いるが、①日本の多くの都市が有する特徴であること、

②中心市街地の衰退に対する回遊性向上の取り組みと

して、街が計画前からもつ複雑な街路形態を活かした

り、計画的に複雑にしたりすることが挙げられており、

中心市街地活性化につながると期待されているためで

ある。 
対象とした地区は、地域情報誌において、歴史性や

迷路性に関する記述が多くなされており、世間に歴史

性や迷路性をもった地区として認識されていると考え

られるため、妥当であると考える。しかし、本研究で

は①街区構成による分析を行った範囲を雑誌掲載店舗

数が最も多かった地区（町丁目単位）としていること、

②迷路性の指標として用いた形状指数では街路網の複

雑さを表せないため、天満において迷路性が高いとは

言えない結果となったと考えられる。しかし本研究で

は、都心部の商業集積地として抽出した 28地区におい
て街区構成評価を行い、クラスター分析の結果が迷い

やすい街区構成の集まりの 3グループの内、歴史性や
迷路性に関する記述の多かった地区を各グループの代

表として扱ったもので、妥当であると考える。街の空

間的は迷いやすい構造でも、来訪者の行動は一箇所に

集中する形となったにすぎないと考える。 
 
 
討議 [ 内田敬 ] 
図 5-2、3、4に関する説明をして欲しい。3章・4章か
ら 5 章への分析方法を教えて欲しい。図 5-2 を例にし
て、この図から何が読み取れるのか。つながりの良さ

指標や主要施設からの近接性指標との関係はどうなの

か。 
回答 

3 章で把握した来訪者の回遊行動の内、街路毎の歩
行速度・通過回数・店舗立ち寄り回数と、4 章で把握
した街路空間構成指標との関係について分析したのが

5 章である。図 5-1 に示すように、散布図と近似曲線
から全体の相関と傾向を、度数分布図からどの値の時

に通過や立ち寄りが最も多くなると考えられるのかを

分析した。その結果として表 5-1 が導き出される。ま
た表 5-1 で示した各要素間の傾向より、つながりの良

さ指標が「〇〇～〇〇」を示す街路は、通過回数が最

も多くなるという考え方のもと、図 5-2～4にそれぞれ
の地区における、通過や立ち寄りが最大となる街路空

間構成指標の値を示す街路をプロットしたものである。 
街区構成による街の分類をし、街路空間をこれらの指

標で評価することにより、どの街路が通過・立ち寄り

が多くなるポテンシャルを持っているかを示し、回遊

性向上へ向けたより具体的な整備の方針を示したと考

える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


